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〈
史
料
紹
介
〉
和
光
山
天
沢
院
長
福
寺
所
蔵
の
桶
狭
間
合
戦
関
係
資
料�

原
　
史
彦

キ
ー
ワ
ー
ド

桶
狭
間
合
戦　

長
福
寺　
「
古
戦
場
討
死
人
別
」　
「
今
川
勢
討
死
者
位
牌
」　
「
林
阿

弥
の
弥
陀
記
・
鐙
記
」　
「
義
元
公
御
霊
像
記
」　

渡
邊
玄
蕃
遺
品　

六
角
家
援
軍　

『
江
源
武
鑑
』　
『
三
河
後
風
土
記
』　
『
絵
本
太
閤
記
』

は
じ
め
に

　

桶
狭
間
合
戦
を
め
ぐ
る
研
究
・
論
評
は
数
多
く
、
古
く
は
江
戸
時
代
よ
り
考
証
が

重
ね
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
、
古
い
考
証
本
は
、『
甫
庵
信
長
記
』
や
『
絵
本
太
閤
記
』

等
に
よ
る
脚
色
部
分
を
分
離
し
て
い
な
い
た
め
、
近
代
以
降
も
虚
実
綯
い
交
ぜ
の
考

証
が
続
け
ら
れ
た
が
、
信
長
の
家
臣
・
太
田
牛
一
著
の
『
信
長
公
記
』
の
解
析
に
基

づ
く
藤
本
正
行
氏
の
論
考（

（
（

に
よ
り
、
合
戦
の
実
態
に
迫
る
道
筋
が
付
け
ら
れ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
『
信
長
公
記
』
の
解
釈
や
軍
勢
配
置
に
関
す
る
見
解
が
数
多
く
出

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
流
れ
に
依
ら
ず
、
地
元
に
残
る
特
異
な
合
戦
伝
承
を
検

証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

現
在
の
桶
狭
間
古
戦
場
は
、
羽
賀
祥
二
氏
が
論
証
さ
れ
た
よ
う
に（

（
（

、
東
海
道
沿
線

に
あ
る
こ
と
で
江
戸
時
代
よ
り
「
名
所
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
た
め
、
豊
明
市
の
国

史
跡
「
桶
狭
間
古
戦
場
伝
承
地
」
は
今
川
義
元
の
墓
や
顕
彰
碑
が
林
立
す
る
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
公
園
西
側
の
香
華
山
高
徳
院
境
内
に
は
今
川
義
元
の
本
陣

碑
も
あ
る
。
た
だ
し
、
義
元
本
陣
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
山
を
隔
て
た
名
古
屋
市
緑

区
側
の
新
興
住
宅
地
と
な
っ
た
山
の
中
腹
に
も
碑
が
あ
り
、
そ
の
西
麓
に
は
古
戦
場

公
園
が
あ
る
。
こ
の
公
園
に
は
近
隣
よ
り
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
義
元
の
墓
碑
が
あ
る

他
、
周
囲
に
は
今
川
勢
の
陣
所
や
、
義
元
や
今
川
勢
の
供
養
を
行
う
和
光
山
天
沢
院

長
福
寺
（
以
下
、「
長
福
寺
」
と
い
う
。）
が
存
在
す
る
。
同
寺
は
義
元
の
首
検
証
を

行
っ
た
場
所
と
さ
れ
、
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
首
検
証
を
命
じ
ら
れ
た
義
元
の

茶
坊
主
・
林
阿
弥
に
よ
っ
て
合
戦
後
に
納
め
ら
れ
た
と
伝
わ
る
。

　

二
つ
の
古
戦
場
伝
承
地
が
所
在
す
る
自
治
体
が
違
う
こ
と
も
あ
り
、
古
戦
場
、
特

に
義
元
本
陣
の
場
所
に
関
す
る
見
解
主
張
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
止

む
こ
と
は
な
い
。現
在
で
も
な
お
本
家
主
張
が
続
く
こ
と
は
興
味
深
い
現
象
で
あ
り
、

管
見
の
限
り
こ
こ
ま
で
積
極
的
に
本
家
主
張
が
行
わ
れ
て
い
る
古
戦
場
は
他
に
無

い
。
予
想
外
の
大
将
討
死
と
い
う
合
戦
譚
ゆ
え
に
、
ど
う
し
て
も
そ
の
定
点
を
特
定

し
た
い
と
い
う
欲
求
を
掻
き
立
て
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
古
戦
場
遺
跡
の
一
つ
長
福
寺
に
は
、
他
に
は
な
い
独
自
の
伝
承
・
記
録
が
継

承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
1
「
古
戦
場
討
死
人
別
」（
以
下
、

「
人
別
」
と
い
う
。）
や
、
史
料
2
「
今
川
勢
討
死
者
位
牌
」（
以
下
、「
位
牌
」
と
い

う
。）
二
基
、今
川
方
の
武
将
・
渡
邊
玄
蕃
の
遺
品
類
と
史
料
3
「
林
阿
弥
の
弥
陀
記
・

鐙
記
」・
史
料
4
「
義
元
公
御
霊
像
記
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
人
別
」
に
は
信
長

方
へ
近
江
国
の
六
角
家
が
援
軍
を
出
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
録
は
紙
質
か

ら
判
断
し
て
古
く
て
も
江
戸
時
代
末
期
を
遡
る
こ
と
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
六

角
家
援
軍
の
記
述
は
江
戸
時
代
で
既
に
偽
書
と
さ
れ
た
書
籍
か
、
俗
書
の
類
に
し
か

記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
記
録
を
基
に
桶
狭
間
合
戦
に
六
角
家
の
援
軍
が
派
遣

さ
れ
た
と
言
及
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
無
い
。
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考
察
の
対
象
は
、
長
福
寺
の
み
が
な
ぜ
六
角
家
援
軍
伝
承
を
継
承
し
て
き
た
か
で

あ
る
。
偽
書
や
俗
書
に
基
づ
く
誤
り
の
伝
承
と
切
り
捨
て
る
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
合

戦
当
時
の
状
況
を
鑑
み
た
場
合
、
あ
る
い
は
一
片
の
事
実
を
内
包
す
る
可
能
性
も
完

全
に
は
捨
て
き
れ
な
い
。
ゆ
え
に
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
展
覧
会
で
の
出
品
は
あ
る

も
の
の（

（
（

、
具
体
的
な
内
容
紹
介
が
な
か
っ
た
「
人
別
」・「
位
牌
」・「
林
阿
弥
の
弥
陀

記
・
鐙
記
」・「
義
元
公
御
霊
像
記
」
を
翻
刻
し
、
そ
の
情
報
形
成
の
背
景
を
探
る
。

一
　
長
福
寺
記
録
の
検
証

　

長
福
寺
は
浄
土
宗
西
山
派
の
寺
院
で
、
緑
区
側
の
桶
狭
間
古
戦
場
公
園
の
南
方

二
百
メ
ー
ト
ル
の
地
に
立
地
し
て
お
り
、
境
内
に
は
義
元
首
検
証
の
場
や
血
刀
濯
ぎ

の
池
と
い
っ
た
史
跡
が
点
在
す
る
。
今
川
義
元
や
討
死
し
た
今
川
方
の
武
将
・
松
井

宗
信
の
木
像
を
安
置
す
る
他
、
江
戸
時
代
初
期
以
前
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
義
元
の

位
牌
が
伝
わ
る
な
ど
、
合
戦
に
深
く
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
院
と
し
て
の
由
緒
を
誇
る
。

　

史
料
1
「
人
別
」
は
、
縦
二
四
・
〇
糎
、
横
一
七
・
二
糎
の
楮
紙
横
帖
六
丁
か
ら
な

り
、
右
側
を
紙
縒
綴
と
す
る
。
こ
こ
に
は
「
討
死
人
別
」
と
し
て
「
義
元
公
甥 

久

野
半
内
氏
忠
」
以
下
、
帖
末
に
記
載
さ
れ
た
今
川
義
元
を
含
め
、
抹
消
名
や
重
複
を

除
け
ば
四
十
八
人
の
名
を
書
き
上
げ
る（

（
（

。
そ
し
て
、
今
川
方
の
討
死
者
数
を
「
随
一

之
勇
士
／
五
百
八
十
三
騎
／
戦
死
合
弐
千
七
百
五
十
三
人
」（「
／
」
は
改
行
。
筆
者

加
筆
。
以
下
同
。）
と
す
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
「
此
外
信
長
勢
討
死
／
九
百
九
十

有
余
人 

此
内
弐
百
七
拾
弐
人
ハ 

近
江
国
佐
々
木
方
之
加
勢
」
と
す
る
文
言
が
あ
る
。

　

史
料
2
「
位
牌
」
二
基
は
い
ず
れ
も
牌
面
の
上
幅
二
〇
・
九
糎
、下
幅
二
〇
・
八
糎
、

高
縦
三
〇
・
三
糎
、厚
一
・
〇
糎
の
上
部
隅
丸
衝
立
形
位
牌
で
、幅
三
三
・
四
糎
、高
六
・

五
糎
、
奥
行
四
・
八
糎
の
二
脚
渡
し
の
台
座
が
付
き
、
総
高
は
三
六
・
八
糎
と
な
る
。

位
牌
面
及
び
台
座
に
は
黒
色
塗
料
が
塗
ら
れ
、
文
字
は
朱
書
き
で
あ
る
。
経
年
劣
化

で
判
別
し
づ
ら
い
が
、
二
基
と
も
に
三
段
に
わ
た
っ
て
討
死
者
の
姓
名
が
列
記
さ
れ

て
お
り
、
一
基
（
位
牌
一
）
に
は
三
十
五
人
、
も
う
一
基
（
位
牌
二
）
に
は
十
一
人

の
姓
名
及
び
姓
だ
け
の
記
載
が
四
十
一
人
で
、
二
基
合
わ
せ
て
八
十
七
人
の
姓
名
及

び
姓
が
確
認
で
き
る
。
位
牌
一
と
位
牌
二
で
は
表
記
が
異
な
り
、
位
牌
一
は
段
ご
と

に
姓
名
を
記
入
す
る
が
、
位
牌
二
は
左
右
端
に
三
段
抜
き
の
一
行
書
が
あ
る
。
左
脇

に
「
随
一
軍
士
五
百
八
十
三
人
討
死 

駿
州
勢
合
二
千
七
百
五
十
三
人
死
実
性
名
略
」

と
あ
り
、「
人
別
」
の
討
死
者
総
数
と
一
致
す
る
。
な
お
、
右
脇
に
は
「
松
井
兵
部

少
輔
宗
信
公
勢
七
百
騎
内
二
百
有
余
人
討
死
」
と
記
す
。

　
「
人
別
」
に
あ
っ
て
「
位
牌
」
に
名
が
無
い
の
は
、
位
牌
が
別
に
単
体
で
存
在
す

る
義
元
・
松
井
宗
信
を
除
け
ば
、「
松
平
兵
部
」
と
「
松
平
上
野
介
政
忠
」
の
二
人
で
、

「
位
牌
」
に
あ
っ
て
「
人
別
」
に
な
い
の
は
「
松
平
宗
次
」
で
あ
る
。
両
記
録
の
記

載
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、
漢
字
表
記
に
差
異
が
見
ら
れ
る
他
、
記
載
順
も
「
位
牌
」

の
「
斎
藤
掃
部
介
利
澄
」
か
ら
「
松
平
上
野
介
忠
政
」
ま
で
の
二
十
八
人
分
の
み
が

一
致
す
る
だ
け
で
、
両
記
録
の
製
作
時
期
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。「
位
牌
」
の
製

作
年
は
、「
人
別
」
よ
り
古
い
と
い
う
印
象
は
あ
る
が
、
製
作
年
代
を
推
測
す
る
手

が
か
り
は
無
い
。
ま
た
、「
人
別
」
で
は
「
将
監
」
を
「
将
覧
」
の
よ
う
に
誤
読
と

思
わ
れ
る
字
や
、
複
数
の
訂
正
箇
所
が
あ
る
た
め
、「
人
別
」
は
、
下
書
き
に
近
い

検
証
校
訂
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

長
福
寺
に
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
尾
張
藩
の
「
寺
社
御
奉
行
所
」
へ
提
出

し
た
什
宝
帳
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
計
十
九
品
の
内
、
左
記
の
通
り
「
今
川
義
元
公
木

像　

壱
躰
」・「
鐙　

壱
足
」・「
靫　

壱
本
」・「
鑓
ノ
ホ　

壱
本
」
の
四
品
が
、「
三

州
江
原
村
施
主
／
渡
邊
文
兵
衛
」
よ
り
寄
進
さ
れ
た
と
す
る
。
な
お
、
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
の
什
宝
帳
も
存
在
し
て
い
る
が
、こ
こ
に
は
「
渡
邊
玄
馬
」
か
ら
の
「
寄

附
」
と
す
る
他
、
四
品
以
外
に
も
「
鎧
と
ふ
し
」
す
な
わ
ち
、
鎧
通
し
が
一
腰
あ
っ
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た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
鎧
通
し
以
外
は
現
在
で
も
長
福
寺
に
現
存
し
て
い
る
。

　
「
三
州
江
原
村
」
は
、
現
・
愛
知
県
西
尾
市
江
原
町
に
比
定
で
き
る
地
で
、
弘
化

三
年
の
什
宝
帳
に
記
さ
れ
る
「
施
主
」
の
「
渡
邊
文
兵
衛
」
は
、「
人
別
」・「
位
牌
」

に
名
が
記
さ
れ
る
「
渡
邊
玄
蕃
清
綱
」
を
「
先
祖
」
と
す
る
と
付
記
さ
れ
る
。

　

靫
は
、
推
定
全
長
約
一
〇
〇
糎
、
下
部
幅
約
一
二
糎
、
上
部
幅
約
一
〇
糎
を
計
る

が
、
下
部
三
五
糎
・
上
部
六
〇
糎
ほ
ど
で
劣
損
分
離
し
て
お
り
、
原
形
を
留
め
な
い
。

鐙
は
鉄
製
の
舌
長
鐙
で
、
両
什
宝
帳
で
は
「
壱
足
」
と
す
る
が
左
右
で
紋
板
・
鉸
具

の
形
状
が
異
な
る
た
め
、
本
来
「
壱
足
」
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
左
右
と

も
に
最
大
長
二
九
糎
前
後
、
幅
一
二
糎
前
後
・
高
二
七
糎
前
後
だ
が
、
変
形
し
て
い

る
た
め
、
正
確
な
測
量
は
難
し
い
。「
槍
ノ
ホ
」
は
槍
先
の
無
い
柄
の
み
遺
る
。

　

弘
化
三
年
の
什
宝
帳
の
記
述
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
鐙
の
こ
と
を
「
佐
々
木
形
」

と
称
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
鐙
に
つ
い
て
は
、
縦
二
六
・
四
糎
、
長

二
四
三
・
七
糎
の
巻
物
・
史
料
3
「
林
阿
弥
の
弥
陀
記
・
鐙
記
」
が
別
に
伝
存
し
て

い
る
。
後
段
の
「
鐙
記
」
に
は
、
渡
邊
玄
蕃
は
六
角
家
援
軍
の
二
人
を
討
ち
取
り
、

そ
の
武
将
の
鐙
を
分
捕
っ
た
も
の
の
、「
木
下
」
す
な
わ
ち
秀
吉
の
謀
略
に
よ
っ
て

討
死
し
た
と
あ
る
。
内
容
的
に
『
絵
本
太
閤
記
』
に
影
響
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
部

分
も
見
ら
れ
る
た
め
、「
鐙
記
」
の
製
作
年
代
は
江
戸
時
代
後
期
以
降
で
あ
ろ
う
。

そ
の
内
容
自
体
の
信
憑
性
は
薄
い
が
、
鐙
自
体
に
六
角
家
援
軍
の
由
緒
が
付
随
す
る

こ
と
に
、
長
福
寺
周
辺
で
継
承
さ
れ
た
独
自
の
合
戦
譚
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
長
福
寺
に
は
四
品
以
外
に
松
井
宗
信
像
が
伝
わ
る
が
、
こ
の
い
ず
れ
の
什

宝
帳
に
も
記
載
が
無
い
こ
と
か
ら
、
厨
子
扉
銘
の
と
お
り
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

に
寄
進
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
義
元
像
の
厨
子
扉
に
も
「
嘉
永
五
年
／
子
正
月

吉
日
」・「
當
村
施
主
／
梶
野
三
左
衛
門
」
の
銘
が
あ
る
が
、
松
井
像
と
同
形
式
の
厨

子
で
あ
る
た
め
、
同
像
に
倣
っ
た
厨
子
を
後
補
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
六
角
家
援
軍
の
典
拠

　

桶
狭
間
合
戦
に
六
角
家
が
援
軍
な
い
し
援
助
を
行
っ
た
こ
と
を
記
す
の
は
、
管
見

の
限
り
江
戸
時
代
か
ら
す
で
に
偽
書
と
さ
れ
た
『
江
源
武
鑑
』
の
他
、
正
保
年
間

（
一
六
四
四
～
四
八
）
以
降
に
成
立
し
た
『
三
河
後
風
土
記
』、
大
衆
本
と
し
て
流
布

し
た
『
絵
本
太
閤
記
』、
尾
張
藩
重
臣
・
山
澄
英
龍
（
一
六
二
五
～
一
七
〇
三
）
著

で
現
存
し
な
い
『
桶
狭
間
合
戦
記
』
を
尾
張
藩
士
・
田
宮
篤
輝
（
一
八
〇
八
～

七
一
）
が
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
校
訂
し
た
『
新
編
桶
峡
合
戦
記（

（
（

』
の
み
で
あ

る
。

　
『
江
源
武
鑑
』
は
六
角
家
の
末
裔
を
自
称
す
る
沢
田
源
内
（
一
六
一
九
～
八
八
）

の
手
に
な
る
著
述
と
さ
れ
て
お
り
、
創
作
を
多
分
に
含
む
記
事
が
多
く
、
信
長
や
秀

吉
と
の
関
わ
り
を
必
要
以
上
に
示
す
な
ど
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
無
い
と
さ
れ
て
い

る
。『
三
河
後
風
土
記
』
は
犬
山
城
主
・
成
瀬
正
成
が
編
纂
し
た
書
と
仮
託
さ
れ
て

い
た
が
、
幕
府
奥
儒
者
・
成
島
司
直
（
一
七
七
八
～
一
八
六
二
）
に
よ
り
沢
田
源
内

の
作
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、『
江
源
武
鑑
』
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
全
面
的
に
は

信
が
置
け
な
い
書
物
で
あ
る
。

　
『
三
河
後
風
土
記
』
で
は
、
信
長
が
「
今
川
家
ト
歒
對
シ
国
境
ニ
砦
ヲ
カ
マ
ヘ
」

た
こ
と
で
、義
元
が
「
大
軍
ヲ
引
卒
シ
テ
尾
州
発
向
」
を
催
し
た
た
め
、信
長
は
「
吾

勢
計
リ
ニ
テ
ハ
彼
大
歒
フ
セ
キ
ガ
タ
シ
」
と
し
て
、「
江
州
ノ
佐
々
木
ニ
加
勢
ヲ
乞
ン

ト
」
と
「
使
者
ヲ
佐
々
木
六
角
義
賢
入
道
𣴎
禎
カ
方
へ
」
遣
わ
せ
た
と
す
る
。
六
角

義
賢
は
「
早
速
同
心
シ
テ
」
兵
を
送
る
こ
と
を
決
め
、「
前
田
右
馬
助
兼
利 

乾
兵
庫

介
実
教
」
を
大
将
と
し
て
、「
二
千
三
百
余
騎
」
を
送
り
、「
左
備
」
と
し
て
合
戦
に

臨
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
江
源
武
鑑
』
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
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そ
し
て
こ
の
合
戦
で
、
四
十
名
の
主
だ
っ
た
武
将
名
を
挙
げ
て
「
随
一
ノ
侍

五
百
八
十
三
人
」
が
討
死
し
た
と
し
、「
都
合
三
千
九
百
七
級
」
の
首
実
検
を
行
っ

た
と
す
る
。
な
お
、
首
実
検
数
は
「
一
説
ニ
ハ
」
と
し
て
「
二
千
五
百
余
」
と
の
割

註
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
信
長
方
は
「
討
死
五
百
八
十
余
人 

手
負

ハ
数
知
レ
ス
」、「
佐
々
木
カ
加
勢
前
田 

乾
カ
手
ノ
者
討
死
三
十
七
人
」
で
、
痛
手

を
負
っ
た
「
山
田
十
兵
衞 
弓
削
左
内 

上
月
兵
部
少
輔
」
の
三
人
は
後
日
に
亡
く
な

り
、「
其
外
二
百
七
十
二
人
」
が
討
死
し
た
と
す
る
。

　
『
江
源
武
鑑
』
で
は
「
乾
兵
庫
介
」
の
名
は
出
て
く
る
も
の
の
、
尾
張
へ
の
援
軍

は
「
前
田
右
馬
頭
」
と
「
池
田
庄
三
郎
」
の
二
人
で
、軍
勢
数
は
「
一
千
二
百
余
騎
」、

「
左
備
」
を
務
め
た
と
す
る
。
今
川
勢
の
討
死
者
は
二
十
五
名
の
主
だ
っ
た
武
将
の

名
を
挙
げ
て
「
此
ノ
外
侍
分
五
百
八
十
三
人 
雑
兵
三
千
九
百
七
人
」
が
討
死
し
た

と
す
る
。
信
長
勢
の
討
死
は
「
八
百
三
十
騎
」、
援
軍
で
は
「
雑
兵
三
十
七
人
討
死 

疵
ヲ
負
フ
者
二
百
七
十
二
人
ナ
リ
」
と
し
「
山
田
十
兵
衛 

弓
削
佐
内 

上
月
兵
部
」

の
三
人
が
後
日
に
亡
く
な
っ
た
と
す
る
。

　

一
方
、寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
初
編
が
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
太
閤
記
』
で
は
、

六
角
家
に
援
軍
を
求
め
た
の
は
秀
吉
で
あ
り
、
六
角
家
か
ら
「
具
足
・
旗
差
物
・
弓
・

鉄
砲
の
軍
器
二
千
斗
り
」
を
「
拝
借
」
し
て
、「
道
々
の
野
武
士
」
を
糾
合
し
て
「
江

州
の
援
兵
也
」
と
偽
り
味
方
を
励
ま
し
た
と
い
う
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
。『
新
編

桶
峡
合
戦
記
』
は
「
又
一
説
ニ
」
と
し
て
「
信
長
江
州
佐
々
木
義
秀
ニ
二
千
三
百
勢

ノ
援
兵
ヲ
乞
ヒ
」
と
す
る
一
文
を
紹
介
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

書
誌
学
的
に
は
『
江
源
武
鑑
』・『
三
河
後
風
土
記
』
に
あ
る
六
角
家
援
軍
記
事
を
、

『
絵
本
太
閤
記
』
で
は
秀
吉
の
手
柄
に
脚
色
し
、『
新
編
桶
峡
合
戦
記
』
で
そ
の
説
の

紹
介
を
行
っ
た
と
い
う
流
れ
に
な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
裏
付
け
が
得
ら
れ
る

内
容
で
は
な
い
。

　

渡
邊
玄
蕃
遺
品
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
は
長
福
寺
に
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
が
、
納
入
年
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
一
般
に
敷
衍
し
た

で
あ
ろ
う
こ
の
い
ず
れ
か
の
書
の
情
報
が
、
遺
品
の
由
緒
に
付
随
し
た
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
遺
品
由
緒
の
情
報
源
が
刊
行
書
籍
の
記
述
内
容
の
み
と
い

う
の
も
違
和
感
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
鐙
を
「
佐
々
木
形
」
と
す
る
伝
承
は
、
渡
邊

家
独
自
の
伝
承
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、『
江
源
武
鑑
』
と
『
三
河
後
風
土
記
』
で
一
致
す
る
数
値
は
、
今
川
方
の

討
死
者
総
数
三
千
九
百
七
人
と
六
角
方
援
軍
の
被
害
だ
が
、『
江
源
武
鑑
』
で
は
「
雑

兵
三
十
七
人
討
死
疵
ヲ
負
フ
者
二
百
七
十
二
人
」
と
す
る
の
に
対
し
、『
三
河
後
風

土
記
』
で
は
「
二
百
七
十
二
人
」
分
は
「
疵
ヲ
負
フ
者
」
で
は
な
く
「
討
死
」
と
す

る
。
信
長
勢
の
討
死
者
の
数
は
『
江
源
武
鑑
』
で
は
「
八
百
三
十
騎
」、『
三
河
後
風

土
記
』
で
は
「
五
百
八
十
余
人
」
と
異
な
る
。
ま
た
、『
江
源
武
鑑
』
に
記
さ
れ
る

今
川
方
の
主
だ
っ
た
武
将
の
数
五
百
八
十
三
人
に
つ
い
て
は
、『
三
河
後
風
土
記
』

に
記
載
は
無
く
、『
絵
本
太
閤
記
』
で
は
「
随
一
の
勇
士
五
百
八
十
三
人
」
と
す
る
が
、

討
死
総
数
は
記
さ
れ
な
い
。

　
「
人
別
」
に
著
さ
れ
た
数
値
で
は
、討
死
し
た
「
随
一
之
勇
士
」
の
「
五
百
八
十
三

騎
」
と
、「
近
江
国
佐
々
木
方
之
加
勢
」
の
討
死
「
弐
百
七
拾
弐
人
」
は
『
江
源
武
鑑
』

の
数
値
と
一
致
す
る
も
の
の
、今
川
方
の
討
死
者
総
数
「
弐
千
七
百
五
十
三
人
」
や
、

織
田
方
の
討
死
「
九
百
九
十
余
人
」
は
い
ず
れ
と
も
異
な
る
。

　
『
三
河
後
風
土
記
』
に
記
さ
れ
る
今
川
方
で
討
死
し
た
主
だ
っ
た
武
将
は
、「
義
元

ノ
叔
父
榊
原
宮
内
少
輔
氏
政
」
以
下
四
十
名
、『
江
源
武
鑑
』
は
「
義
元
甥
久
野
半
内
」

以
下
二
十
五
名
、『
絵
本
太
閤
記
』
で
は
「
義
元
の
叔
父
蒲
原
宮
内
少
輔
氏
政
」
以

下
四
十
名
が
記
さ
れ
る
。「
人
別
」
に
記
載
さ
れ
た
人
物
で
義
元
を
除
く
四
十
七
名

と
一
致
す
る
の
は
、『
三
河
後
風
土
記
』
で
は
三
十
六
名
、『
江
源
武
鑑
』
で
は
十
八
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名
、『
絵
本
太
閤
記
』
で
は
三
十
五
名
で
、
表
記
も
異
な
る
た
め
、
長
福
寺
の
記
録

は
こ
れ
ら
の
書
を
直
接
参
照
し
た
わ
け
で
は
無
い
こ
と
は
言
え
る
。

　

ち
な
み
に
『
朝
野
舊
聞
褒
藁
』
に
お
け
る
「
東
照
宮
御
事
績
」
巻
十
四（

（
（

で
引
用
さ

れ
て
い
る
記
録
の
内
、討
死
者
名
や
討
死
者
数
を
記
す
記
録
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

（
別
紙
「
諸
記
録
に
み
る
桶
狭
間
合
戦
討
死
者
一
覧
」
参
照
。）

　
「
松
平
記
」　　
　

討
死
者
名
記
載
十
五
名　

討
死
者
「
六
十
餘
人
」

　
「
御
年
譜
附
尾
」　�

討
死
者
名
記
載
十
七
名　

討
死
者
「
六
十
餘
人
」　

討
死
者
総

数
「
二
千
五
百
餘
」

　
「
御
先
祖
記
」　　

討
死
者
名
記
載
四
十
二
名　

討
死
者
「
六
十
餘
人
」

　
「
落
穂
集
」　　
　

討
死
者
名
記
載
三
名　

討
死
者
総
数
「
二
千
五
百
人
」

　
「
武
徳
大
成
記
」　

討
死
者
名
記
載
十
一
名　

討
死
者
総
数
「
二
千
五
百
餘
級
」

　
「
武
徳
編
年
集
成
」 �

討
死
者
名
記
載
四
十
六
名　

討
死
者
総
数
「
騎
士
五
百
八
十
三

人 

雑
兵
二
千
五
百 

或
三
千
五
百
七
」

　
「
總
見
記
」　　
　

�

討
死
者
名
記
載
二
十
四
名　

討
死
者
総
数
「
二
千
五
百
」「
又

三
千
ト
モ
云
」

　
「
人
別
」
及
び
「
位
牌
」
に
記
さ
れ
た
武
将
名
は
、表
記
や
諱
の
違
い
は
別
に
し
て
、

そ
の
大
半
は
こ
れ
ら
の
書
で
姓
名
を
確
認
で
き
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
書
と
も
記
載

内
容
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
、「
人
別
」
に
記
さ
れ
た
中
で
、「
竹
下
孫
八
右
衛
門
」・

「
江
原
丹
波
守
光
宗
」・「
渡
邊
玄
蕃
清
綱
」
の
三
名
、「
位
牌
」
の
「
松
平
宗
次
」
は

い
ず
れ
の
記
録
に
も
記
載
が
な
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
両
記
録
に
あ
る
姓
名
は
、
少

な
く
と
も
特
定
の
書
を
丸
写
し
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
い
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
史
料
的
価
値
が
高
い
と
さ
れ
る
『
信
長
公
記（

（
（

』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る

今
川
方
の
武
将
名
・
近
習
名
は
、「
山
口
左
馬
助
」・「
同
九
郎
二
郎
」・「
岡
部
五
郎

兵
衛
」・「
か
つ
ら
山
」・「
浅
井
小
四
郎
」・「
飯
尾
豊
前
」・「
三
浦
左
馬
助
」・「
山
田

新
右
衛
門
」・「
松
井
五
八
郎
」・「
服
部
左
京
助
」
及
び
「
下
方
九
郎
左
衛
門
」
の

十
一
名
で
、
討
ち
取
っ
た
首
数
は
「
三
千
余
」
と
す
る
。

　

お
そ
ら
く
、「
人
別
」
及
び
「
位
牌
」
は
長
福
寺
独
自
の
検
証
結
果
の
反
映
と
考

え
ら
れ
る
。「
人
別
」
で
「
庵
原
忠
春
」
の
下
に
「
庵
原
右
近
太
夫
」・「
庵
原
庄
次
郎
」

と
書
く
の
は
、
書
に
よ
っ
て
異
な
る
名
を
検
証
し
た
跡
と
思
わ
れ
、
抹
消
線
が
あ
る

の
も
そ
の
検
証
の
過
程
で
重
複
と
思
わ
れ
る
名
を
消
し
た
痕
跡
で
あ
ろ
う
。「
渡
邊

玄
蕃
清
綱
」
は
、
そ
の
末
裔
か
ら
遺
品
を
寄
進
さ
れ
た
こ
と
で
判
明
し
た
と
考
え
ら

れ
る
討
死
者
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
4
「
義
元
公
御
霊
像
記
」
に
は
、「
御
血
縁
江

原
丹
波
守
」
の
末
裔
と
寺
と
の
関
わ
り
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
り
、「
江
原
丹
波
守

光
宗
」
な
る
人
物
も
、「
渡
邊
玄
蕃
清
綱
」
同
様
、
末
裔
か
ら
の
情
報
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
、長
福
寺
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
今
川
方
の
討
死
者
を
弔
っ
た
こ
と
で
、

先
祖
供
養
を
依
頼
さ
れ
る
と
い
っ
た
機
会
が
あ
り
、
他
書
に
は
無
い
討
死
者
を
加
筆

で
き
た
の
だ
ろ
う
。
表
記
の
類
似
性
で
い
え
ば
、「
武
徳
編
年
集
成
」
の
記
載
内
容

と
近
い
も
の
の
完
全
に
一
致
し
な
い
た
め
、多
様
な
書
が
参
照
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

位
牌
二
に
あ
る
姓
だ
け
の
表
示
は
、
あ
る
い
は
『
新
編
桶
峡
合
戦
記
』
な
ど
で
も
列

さ
れ
て
い
る
徳
川
方
参
陣
者
名
か
ら
の
連
想
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
記
載
姓
名
の
典

拠
淵
源
を
辿
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

　

な
お
、「
人
別
」
に
記
さ
れ
た
中
で
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
お
い
て
桶
狭
間
合

戦
で
の
討
死
が
確
認
で
き
る
武
将
は
「
西
郷
内
蔵
介
續
雄（

（
（

」・「
井
伊
信
濃
守
直
盛（

（
（

」・

「
松
平
上
野
介
政
忠（

（1
（

」
の
三
名
と
、「
位
牌
」
の
み
に
記
さ
れ
る
「
松
平
宗
次（

（1
（

」
だ
け

で
あ
る
。
同
書
巻
第
千
四
百
三
十
に
「
久
野
三
郎
四
郎
元
宗
」
と
い
う
人
物
が
桶
狭

間
合
戦
で
討
死
し
た
と
の
記
載
は
あ
る
が
、「
人
別
」
の
「
久
野
半
内
氏
忠
」
と
同

一
人
物
か
否
か
の
判
断
は
出
来
な
い
。
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五
　
長
福
寺
桶
狭
間
合
戦
伝
承
の
真
偽

　

桶
狭
間
合
戦
に
近
江
六
角
家
が
援
軍
を
出
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る

当
時
の
史
料
か
ら
は
全
く
確
認
が
出
来
ず
、
偽
書
と
さ
れ
た
『
江
源
武
鑑
』
や
、
そ

の
著
者
が
作
者
と
推
定
さ
れ
る
『
三
河
後
風
土
記
』
等
の
記
述
に
留
ま
る
限
り
、
信

憑
性
に
疑
い
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
小
林
正
信
氏
は
援
軍
の
有

無
に
関
す
る
言
及
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る（
（1
（

。
そ
の
典
拠
と
す
る
の
が
、
桶
狭
間
合
戦
二
箇
月
後
の
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

七
月
二
十
一
日
に
著
さ
れ
た
「
六
角
承
禎
〔
義
賢
〕
条
書
」（
草
津
市
蔵（

（1
（

）
で
あ
る
。

六
角
承
禎
（
義
賢
）
の
子
・
義
弼
（
後
の
義
治
）
と
美
濃
国
の
一
色
（
斎
藤
）
義
龍

の
娘
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
父
・
承
禎
が
猛
反
対
し
、
そ
の
反
対
理
由
を
書
き
連
ね

て
義
弼
家
臣
に
宛
て
た
条
書
で
あ
る
。

　

全
十
四
箇
条
に
わ
た
る
反
対
理
由
の
内
、
第
十
二
箇
条
目
に
次
の
文
言
が
あ
る
。

　　

一 �

越
前
と
ハ
不
通
ニ
な
り 

斎
治
申
合
対
様
成
へ
か
ら
す 
殊
／
揖
斐
五
郎
拘
置 

入
国
内
談
之
由
候 

尾
州
ニ
急
与
可
有
馳
走
由 

美
濃
守
殿
／
江
申
談
由
候 

然
者
彼

両
国
よ
り
濃
州
へ
出
張
之
時 

当
方
働
可
／
有
如
何
候
哉 
美
濃
守
殿
す
て
ゝ

さ
へ
有
へ
き
ニ 

当
国
出
勢
／
何
と
被
存
候
哉 

越
州 

尾
州
其
覚
悟
手
宛
有
へ

く
候 

其
上
／
此
方
働
一
切
不
可
成
事
候 

旁
以
天
下
之
ほ
う
へ
ん
此
時
候
事

　

越
前
国
の
朝
倉
家
と
不
仲
に
な
っ
て
お
り
、美
濃
国
の
「
斎
治
」（
斎
藤
治
部
大
輔
・

当
時
は
一
色
義
龍
）
の
娘
と
の
婚
姻
で
関
係
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
・
朝
倉
家
が
保
護

し
て
い
る
土
岐
一
族
の
「
揖
斐
五
郎
」
を
美
濃
国
へ
戻
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、

尾
張
国
の
織
田
家
も
支
援
す
る
こ
と
を
六
角
家
に
亡
命
中
の
「
美
濃
守
殿
」（
土
岐

頼
芸
）
に
も
約
束
し
て
い
る
。
も
し
婚
姻
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
越
前
国
朝
倉
家
・
尾

張
国
織
田
家
が
美
濃
国
へ
侵
攻
す
る
時
、
我
々
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
美
濃

守
殿
」
を
見
捨
て
る
こ
と
に
な
り
、美
濃
国
へ
の
侵
攻
は
何
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

越
前
国
朝
倉
家
も
尾
張
国
織
田
家
も
土
岐
家
再
興
の
覚
悟
で
準
備
し
て
い
る
。
そ
う

な
れ
ば
我
々
は
動
け
な
く
な
り
、
天
下
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
と
意
訳
で

き
よ
う
か
。

　

小
林
氏
は
、
武
田
家
・
北
条
家
・
今
川
家
と
の
甲
相
駿
三
国
同
盟
に
対
し
、
十
三

代
将
軍
足
利
義
輝
を
中
心
と
す
る
諸
国
同
盟
が
存
在
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
見
解
の
是
非
は
本
稿
で
は
問
わ
な
い
。
こ
の
条
書
で
重
要
な
の
は
、
朝
倉
家
が

保
護
す
る
「
揖
斐
五
郎
」
や
、
六
角
家
が
保
護
す
る
「
美
濃
守
殿
」
を
美
濃
国
へ
戻

す
、
す
な
わ
ち
一
色
（
斎
藤
）
家
と
敵
対
す
る
こ
と
に
対
し
、
六
角
・
朝
倉
・
織
田

の
三
家
が
永
禄
三
年
時
点
で
連
携
し
て
い
た
形
跡
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
、
六
角
家
・
朝
倉
家
に
よ
る
土
岐
家
再
興
が
叶
え
ば
、
両
国
に
と
っ
て
美
濃

国
を
影
響
下
に
お
け
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
が
、
土
岐
一
族
を
手
中
に
し
て
い
な
い

織
田
家
に
と
っ
て
こ
の
連
携
に
加
担
す
る
積
極
的
な
利
点
が
見
い
だ
せ
な
い
。
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
尾
張
国
の
背
後
を
牽
制
す
る
役
目
を
六
角
家
・
朝
倉
家
に
担
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

桶
狭
間
合
戦
は
、
信
長
の
家
督
時
に
離
反
し
た
山
口
左
馬
助
・
九
郎
次
郎
父
子
の

鳴
海
城
及
び
、
山
口
父
子
に
よ
っ
て
調
略
さ
れ
た
大
高
城
・
沓
掛
城
を
奪
還
す
る
た

め
、
鳴
海
・
大
高
両
城
を
包
囲
す
る
砦
を
築
い
た
こ
と
が
直
接
の
原
因
で
あ
る
。
短

期
的
に
み
れ
ば
今
川
勢
出
兵
の
口
実
を
作
っ
た
の
は
信
長
で
あ
り
、
前
年
に
尾
張
国

岩
倉
の
織
田
伊
勢
守
家
を
下
し
て
背
後
を
固
め
、
南
方
の
鳴
海
方
面
へ
の
侵
攻
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
信
長
側
が
仕
掛
け
た
衝
突
で
あ
る
。
境
目
の
城
を
攻
撃
す
れ

ば
、
今
川
家
か
ら
一
定
数
の
後
詰
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
も
想
定
の
範
囲
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
兵
数
に
お
い
て
圧
倒
的
不
利
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
無
謀
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な
挑
発
で
あ
る
。
戦
を
仕
掛
け
る
限
り
、
信
長
方
に
も
相
応
に
対
応
で
き
る
互
角
に

近
い
兵
数
の
準
備
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
長
勢
は
少
数
だ
っ
た
と
い
う
見
解
は

見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

今
川
家
に
と
っ
て
も
尾
張
侵
攻
を
確
実
に
す
る
に
は
、
織
田
家
の
背
後
を
脅
か
す

上
で
、
織
田
家
と
敵
対
す
る
美
濃
国
一
色
（
斎
藤
）
家
と
連
携
す
る
の
が
、
当
時
の

常
道
だ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
家
が
動
い
た
形
跡
を
史
料
的
に
見
出
せ
な
い
。

　
「
六
角
承
禎
〔
義
賢
〕
条
書
」
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
桶
狭
間
合
戦
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
六
角
家
・
朝
倉
家
と
の
連
携
に
基
づ
き
、
美
濃
国
一
色
（
斎
藤
）
家
を

牽
制
す
る
役
割
を
両
家
に
担
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

六
角
家
・
朝
倉
家
と
の
連
携
に
あ
た
り
、
織
田
家
側
が
求
め
る
利
点
は
甲
相
駿
三
国

同
盟
を
背
景
と
し
た
今
川
家
に
対
抗
で
き
る
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
に
あ
り
、
六
角

家
・
朝
倉
両
家
が
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
美
濃
国
一
色
（
斎
藤
）
家
の

動
き
を
封
じ
れ
ば
連
携
の
成
果
と
な
る
。
見
返
り
は
、
六
角
家
・
朝
倉
家
が
美
濃
国

へ
侵
攻
す
る
際
に
、
南
方
か
ら
の
牽
制
・
支
援
で
あ
ろ
う
。

　

一
色
（
斎
藤
）
義
龍
の
娘
と
六
角
義
弼
と
の
婚
姻
が
成
立
し
た
か
否
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
発
見
さ
れ
た
米
田
家
文
書（

（1
（

の
内
、
永

禄
九
年
に
比
定
さ
れ
る
「
一
色
藤
長
・
三
淵
藤
英
連
署
状　

菊
川
殿
宛
」
に
よ
っ
て
、

こ
の
時
点
ま
で
の
六
角
家
と
織
田
家
と
の
関
係
が
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

�

御
退
座
之
刻 

其
国
以
馳
走
／
無
別
儀
候 

然
者
為　

御
入
洛
御
供
／
織
田
尾
張
守

参
陣
候 

弥
被
頼
／
思
食
候
条 

此
度
別
被
抽
忠
節
様
／
被
相
調
者
可
為
御
祝
着
之

由
候
／
仍
国
中
ヘ
御
樽
可
被
下
候
間
／
此
等
之
通
被
相
觸 

参
会
之
儀
／
可
被
相

調
候 

定
日
次
第
可
被
差
越
／
御
使
候 

猶
巨
細
高
勘 

高
新 

冨
治
豊
／
可
被
申
候 

恐
々
謹
言

　
　

八
月
廿
八
日　

藤
英
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
長
（
花
押
）

　

菊
川
殿　

　

こ
こ
で
は
、
六
角
家
に
庇
護
さ
れ
て
い
る
足
利
義
秋
（
義
昭
）
を
上
洛
さ
せ
る
に

あ
た
り
、
信
長
が
味
方
に
な
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
書

状
が
認
め
ら
れ
た
直
後
に
六
角
家
は
義
秋
（
義
昭
）
と
敵
対
す
る
三
好
三
人
衆
と
提

携
し
た
こ
と
で
、
信
長
と
と
も
に
上
洛
す
る
計
画
は
頓
挫
し
た
。
桶
狭
間
合
戦
で
の

六
角
家
援
軍
は
、
一
連
の
偽
書
を
製
作
し
た
と
さ
れ
る
沢
田
源
内
に
よ
る
創
作
か
も

し
れ
な
い
が
、
桶
狭
間
合
戦
当
時
の
尾
張
国
を
取
り
巻
く
近
隣
関
係
を
み
た
場
合
、

桶
狭
間
合
戦
は
単
に
織
田
家
対
今
川
家
の
争
い
に
留
ま
ら
ず
、
今
川
家
が
甲
相
駿
三

国
同
盟
を
結
び
尾
張
侵
攻
に
備
え
た
と
同
様
、
織
田
家
側
も
こ
の
同
盟
に
対
抗
す
る

背
後
固
め
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
「
人
別
」
に
著
さ
れ
た
「
近
江
国
佐
々
木
方
之
加
勢
」
の
真
偽
に
つ
い
て
は
残
念

な
が
ら
、
良
質
の
史
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
記
録
は
一

連
の
偽
書
と
さ
れ
る
書
籍
か
ら
単
純
に
引
き
写
さ
れ
た
内
容
で
も
な
い
。「
位
牌
」

に
の
み
に
記
さ
れ
る
「
松
平
宗
次
」
は
、
宮
石
松
平
家
の
家
譜
で
し
か
桶
狭
間
で
の

討
死
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、両
記
録
は
長
福
寺
が
独
自
の
検
証
・
情
報
収
集
に
よ
っ

て
製
作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

六
角
家
援
軍
の
逸
話
は
、十
七
世
紀
半
ば
頃
に
は
紹
介
さ
れ
て
い
た『
江
源
武
鑑
』・

『
三
河
後
風
土
記
』
や
、
十
九
世
紀
に
は
大
衆
本
と
し
て
広
ま
っ
た
『
絵
本
太
閤
記
』

に
は
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
敷
衍
し
て
い
た
情
報
で
あ
る
こ
と
は
確
か
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で
、「
人
別
」
は
そ
の
情
報
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

今
川
方
の
討
死
者
総
数
や
、
織
田
方
の
討
死
者
数
は
、
両
書
の
情
報
と
異
な
る
た
め
、

別
の
情
報
源
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
で
き
る
。
長
福
寺
が
把
握
す
る
六
角
家
援
軍
情

報
は
、
渡
邊
玄
蕃
の
遺
品
に
正
誤
や
詳
細
は
別
に
し
て
、
も
と
も
と
附
属
し
て
い
た

情
報
も
加
味
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

六
角
家
の
軍
勢
が
桶
狭
間
に
展
開
し
た
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
が
、「
六
角
承
禎

〔
義
賢
〕
条
書
」
の
内
容
に
よ
り
、
合
戦
当
時
、
織
田
家
と
六
角
家
・
朝
倉
家
と
は

連
携
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
で
き
る
。
軍
勢
派
遣
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
背

後
の
一
色
（
斎
藤
）
家
を
牽
制
す
る
な
ど
、
織
田
家
を
間
接
的
に
支
援
し
た
可
能
性

を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
足
利
義
秋
（
義
昭
）
上
洛
を
め
ぐ
り
、
六
角

家
と
織
田
家
は
永
禄
九
年
ま
で
は
提
携
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
傍
証
と
な
ろ
う
。

　

蛇
足
だ
が
、『
信
長
公
記
』
に
は
、
今
川
勢
到
来
の
報
に
接
し
て
も
決
断
を
行
わ

ず
奥
へ
退
い
た
信
長
に
対
し
て
、
家
老
た
ち
は
「
運
の
末
に
は
智
慧
の
鏡
も
曇
る
と

は
此
節
な
り
と
、
各
嘲
哢
候
て
罷
帰
へ
ら
れ
候
。」
と
嘆
い
た
記
事
が
あ
る
。
素
直

に
読
め
ば
、
家
老
た
ち
は
信
長
の
こ
と
を
か
つ
て
の
「
大
う
つ
け
」
と
見
下
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、「
智
慧
」
の
あ
る
者
と
評
価
し
て
い
る
。
言
葉
を
裏
読
み
す
る

こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
義
元
の
甲
相
駿
三
国
同
盟
に
対
抗
す
る
策
を

こ
の
時
点
で
作
り
出
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
う
い
う
評
価
に
も
合
点
が
い
く
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
記
録
の
裏
付
け
は
得
ら
れ
な
い
が
、
既
存
の
史
料
だ
け
で
は
補

え
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
で
、
長
福
寺
周
辺
で
独
自
の
情
報
が
存
在

し
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
地
元
伝
承
は
史
料
的
裏
付
け
が
取
れ
な
い
反
面
、
あ
る

い
は
一
片
の
真
実
を
内
包
す
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
歴
史
の
一
断
片
と
し
て

記
憶
に
留
め
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

註（
1
）�

藤
本
正
行
「
異
説
・
桶
狭
間
合
戦
」（『
歴
史
読
本
』
一
九
八
二
年
七
月
号　

人
物
往
来
社　

昭
和

五
十
七
年
発
行
。）
後
に
『
信
長
の
戦
国
軍
事
学
』（
洋
泉
社　

一
九
九
七
年
十
二
月
発
行
。）
等
に
再
録
。

（
2
）�

羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論　

19
世
紀
日
本
の
地
域
社
会
と
歴
史
意
識
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会　

一
九
九
八
年

発
行
。）

（
3
）�

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
七
月
十
五
日
よ
り
九
月
十
日
ま
で
開
催
し
た
徳
川
美
術
館
・
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
特
別
展
「
天
下
人
の
城
─
信
長
・
秀
吉
・
家
康
─
」
で
出
品
。

（
4
）�「
庵
原
忠
春
」
と
は
別
に
「
庵
原
右
近
太
夫
」
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
が
、「
位
牌
」
で
は
「
庵
原
右
近

大
夫
忠
春
」
と
し
て
い
る
た
め
、「
庵
原
忠
春
」
と
「
庵
原
右
近
太
夫
」
は
同
一
人
物
と
し
た
。「
松
平

兵
部
」
は
重
複
記
載
。

（
5
）�

豊
明
市
史
編
集
委
員
会
編
『
豊
明
市
史 

資
料
編
補
二 

桶
狭
間
の
戦
い
』（
豊
明
市　

平
成
十
四
年
三
月

発
行
。）
所
収
。

（
6
）�

史
籍
研
究
會
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊 

特
刊
第
一　

朝
野
舊
聞
褒
藁
』
第
二
巻
（
及
古
書
院　

昭
和

五
十
七
年
八
月
発
行
。）

（
7
）�

奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
校
注
『
信
長
公
記
』（
角
川
書
店　

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
初
版
発
行
。）

（
8
）�『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
三
百
六
十
九
。
た
だ
し
同
書
で
は
諱
を
「
俊
員
」
と
す
る
。

（
9
）�『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
七
百
六
十
。
井
伊
直
政
の
祖
父
に
あ
た
る
。

（
10
）�『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
四
十
。
長
澤
松
平
家
。
室
は
松
平
清
康
の
女
。
政
忠
歿
後
、酒
井
忠
次
に
嫁
ぐ
。

（
11
）�『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
十
六
。
宮
石
松
平
家
。

（
12
）�

小
林
正
信
『
信
長
の
大
戦
略 

桶
狭
間
の
戦
い
と
想
定
外
の
創
出
（
デ
ィ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）』（
里
文
出

版　

平
成
二
十
五
年
八
月
発
行
。）

（
13
）�

小
林
氏
前
掲
論
文
で
の
表
記
は
「
春
日
偵
一
郎
氏
所
蔵
文
書
」。
岐
阜
県
編
『
岐
阜
県
史 

史
料
編 

古
代
・

中
世
四
』（
岐
阜
県　

一
九
七
三
年
発
行
。）
に
所
収
。

（
14
）
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

追
記　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
資
料
閲
覧
の
便
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
和
光
山
天
沢

院
長
福
寺
御
住
職
・
小
山
昌
純
氏
、
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
全
国
目
加
田

会
・
目
賀
田
一
郎
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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史
料
1
「
古
戦
場
討
死
人
別
」
一
冊
（
六
丁
）　

縦
二
四
・
〇
糎
、
横
一
七
・
二
糎

（
表
紙
・
第
一
丁
表
）

「
今
川
松
井
両
公
奉
安
所
」（
朱
文
方
印
）　

「
尾
州
桶
狭
間
長
福
寺
」（
朱
文
方
印
）

「
古
戦
場
討
死
人
□
（
別
カ
）」

（
第
一
丁
裏
）
白
紙

（
第
二
丁
表
）

　
　
　
　

討
死
人
別

義
元
公
甥
甥
（
マ
ヽ
）

一 

久
野
半
内 

氏
忠

妹
聟
聟
（
マ
ヽ
）
　
　
　

一 

浅
井
小
四
郎 

政
繁
（
マ
ヽ
）

一
族

一 

江
爪
民
部
太
輔 

親
良

籏
奉
行

一 

三
浦
左
馬
介 

義
就

（
第
二
丁
裏
）

後
陣
籏
頭

一 

就
（
マ
ヽ
）安
藝
守 

基
清

籏
奉
行

一 

庵
原
美
作
守 

基
政

鑓
奉
行

一 

伊
豆
権
ノ
頭 

元
利

軍
奉
行

一 
古
田
武
蔵
守 

氏
政

左
り
備
へ
大
将

一 

岡
部
甲
斐
守 
長
貞

（
第
三
丁
表
）

前
備
へ
大
将

一 

藤
枝
伊
豆
守
氏
秋

先
陣
大
将

一 

朝
比
奈
主
計
介
秀
詮

一 

斎
藤
掃
部
介
利
證

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庵
原
右
近
太
夫

一 

庵
原
右　
　

忠
春　

庵
原
庄
治
郎

一 

庵
原
将
覧
（
監
カ
）

 

忠
鎮

（
第
三
丁
裏
）

一 

同　

彦
次
郎
忠
良

　
　

ム
レ

一 

牟
礼
主
水
正
泰
慶

一 

西
郷
内
蔵
介 

續
雄

一 

冨
塚
修
理　

元
繁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一 

松
平
次
右
衛
門

一 

松
平
摂
津
守 

雅
信　
　

同　

兵
部　

同
討
死

一 

冨
永
伯
耆
守 

氏
繁

（
第
四
丁
表
）

一 

四
ノ
宮
右
衛
門
佐
光
国
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一 
松
平
兵
部　

親
将

一 

塩
井
内
蔵
介
実
雄

一 

松
平
治
左
衛
門　

信
輔

一 

由
比
美
作
守 

正
信

一 

石
川
新
左
衛
門
康
盛

（
第
四
丁
裏
）

一 

関
口
越
中
守
親
勝　

一 

斎
藤
掃
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
ト
モ
有

一 

井
伊
信
濃
守
直
盛　

一 

温
井
蔵
人

一 

嶋
田
左
京
進
持
近　

一 

葛
山
中
務
大
輔

一 

飯
尾
豊
前
守
顕
慈　

一 

竹
下
孫
八
右
衛
門

一 

津
田
長
門
守
親
頼

一 

岡
崎
十
兵
衛 

忠
実

（
第
五
丁
表
）

一 

上
和
田
雲
平
光
範　
　
是
ハ
三
河
岡
崎
ゟ
下

一 

今
井
主
馬
介
忠
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一 

山
田
土
佐　
　
　
同
討
死

一 

平
山
市
之
丞　

秋
廣　
　

山
田
新
右
衛
門

一 

福
井
主
税
介 

忠
重

一 

江
原
丹
波
守 

光
宗　
是
ハ
三
河
江
原
城
主

一 

渡
邊
玄
蕃 

清
綱　
　
　
　
同
上
荒
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
生

（
第
五
丁
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　

郎

一 
岩
瀬
甚
介
清
次　
　
是
ハ
三
河
吉
良
出
生

籏
本
随
一

一 

松
井
五
郎
八 
宗
信　
但
シ
松
井
八
郎
と
も
言

一 

松
平
上
野
介 

政
忠　
是
ハ
三
河
国
長
沢
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
主

　
　
　

此
外
不
詳
随
一
之
勇
士

　
　
　

五
百
八
十
三
騎
討
死

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

七

　
　
　

戦
死
合
弐
千
七
百
五
十
三
人

（
第
六
丁
表
）

 

駿
遠
参
御
大
将

一 

今
川
治
部
太
夫
源
義
元
公

　
　

天
澤
寺
殿
四
品
前
礼
部
治
郎
秀
峯
哲
公
大
居
士

一 

松
井
公

　

山
蓮
院

　
　

寂
應
自
空
大
居
士　

 　
「
尾
州
桶
狭
間
長
福
寺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
朱
文
方
印
）

　
　

此
外
信
長
勢
討
死

　
　

九
百
九
十
有
余
人　

此
内
弐
百
七
拾
弐
人
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

近
江
国
佐
々
木
方
之
加
勢

（
裏
表
紙
・
第
六
丁
裏
）

「
今
川
松
井
両
公
奉
安
所
」（
朱
文
方
印
）　

「
長
福
寺
」（
朱
文
丸
印
）



87 名古屋城調査研究センター研究紀要　第 3号（2022 年）

史
料
2
「
今
川
勢
討
死
者
位
牌
」
二
基

　
　
（
碑
面
）
各
上
幅
二
〇
・
九
糎　

各
下
幅
二
〇
・
八
糎　

各
高
縦
三
〇
・
三
糎

　
　
　
　

 　

各
厚
一
・
〇
糎

　
　
（
台
座
）
各
幅
三
三
・
四
糎　

各
高
六
・
五
糎　

各
奥
行
四
・
八
糎

　
　
（
総
高
）
各
三
六
・
八
糎

〔
位
牌
一
〕

（
上
段
）　

戦
死
拝
霊

ハ
タ
奉
行

庵
原
美
作
守
元
政

ヤ
リ
奉
行

伊
豆
権
ノ
頭
元
利

軍
奉
行

古
田
武
蔵
守
氏
政

左
備
大
将

岡
部
甲
斐
守
長
貞

先
陳
大
将

朝
比
奈
主
計
介
秀
詮

前
備
大
将

藤
枝
伊
豆
守
氏
秋

後
陳
奉
行

乾
安
芸
守
元
清

旗
奉
行

三
浦
左
馬
介
義
就

一
族

江
爪
民
部
太
輔
親
良

妹
聟

浅
井
小
四
郎
政
繁

久
野
半
内
氏
忠

（
中
段
）

斎
藤
掃
部
介
利
澄

庵
原
右
近
大
夫
忠
春

同　

将
監
忠
鎮

同　

彦
治
郎
忠
良

牟
礼
主
水
正
泰
慶

西
郷
内
蔵
介
續
雄

冨
塚
修
理
元
繁

松
平
摂
津
守
雅
信

冨
永
伯
耆
守
氏
繁

四
ノ
宮
右
衛
門
佐
光
國

松
平
兵
部
親
将

塩
井
内
蔵
介
實
雄

（
下
段
）

松
平
治
右
衛
門
信
輔

由
比
美
作
守
正
信

石
川
新
左
衛
門
康
盛

関
口
越
中
守
親
勝

井
伊
信
濃
守
直
盛

嶋
田
左
京
進
持
近

飯
尾
豊
後
守
顕
慈

津
田
長
門
守
親
頼

岡
崎
十
兵
衛
忠
實

上
和
田
雲
平
光
範

今
井
主
馬
介
忠
宗

平
山
市
之
亟
秋
廣

〔
位
牌
二
〕

（
表
面
右
側
書
）

松
井
兵
部
少
輔
宗
信
公
勢
七
百
騎
内
二
百
有
余
人
討
死

（
表
面
上
段
）

福
井
主
税
之
介
忠
重

江
原
丹
波
守
光
宗

渡
邊
玄
番
清
綱

松
平
上
野
介
忠
政

山
田
土
佐
守

山
田
新
右
エ
門

竹
下
孫
八
右
エ
門

松
平　
　
　

宗
次

葛
山
中
務
大
輔

温
井
蔵
人

（
表
面
中
段
）

岩
瀬
甚
介
郎
清
次

山
口
某 

服
部
某 
林
氏

水
野
某 

加
藤
某

浅
井 

天
野 

酒
井
某

赤
松 

青
山 

中
川
某

遠
山 

大
久
保
氏

鳥
井 

本
多 

榊
原
氏

足
立 

内
藤 

三
浦
某

黒
柳　

高
木　

鵜
殿

石
川　

武
田　

今
川



88

史
料
3
「
林
阿
弥
の
弥
陀
記
・
鐙
記
」
一
巻　

縦
二
六
・
四
糎　

長
二
四
三
・
七
糎

　
　

林
阿
弥
の
弥
陀
記

抑
此
尊
像
の
由
来
を
尋
奉
ら
ん
と
／
欲
す
る
に 

未
タ
何
れ
の
聖
者
の
真
作
／
と

い
ふ
事
を
知
ら
す 

往
古
守
屋
／
退
治
の
砌
よ
り
当
家
傳
来
の
／
尊
像
也 

然
る
に

永
禄
三
年
庚
申
／
今
川
公
御
上
洛
の
御
催
既
ニ
近
寄
／
五
月
雨
陣
續
き
寂
寞
た
る

／
夜
中
ニ
御
城
の
庭
前
に
あ
や
し
き
／
聲
有
り
て
曰 

じ
く
し
柿
〳
〵
／
鳴
海
の

は
て
そ
憐
れ
な
り
け
り
と
／
三
度
呼
聲
を
聞 

諸
士
の
面
々
よ
り
／
御
上
洛
御
延

引
の
御
か
ん
け
ん
を
／
申
上
れ
と
も 

義
元
公
是
を
用
ひ
／
給
ハ
す 

夜
も
明
ケ
方

に
近
よ
れ
ハ
／
四
万
餘
騎
の
軍
勢
を
引
率
し
て
／
駿
河
を
御
出
馬
有
り 

爰
に
林

阿
弥
と
／
申
僧
ハ
御
大
将
の
俗
兄
也 

然
ル
に
此
僧
／
其
夜
の
夢
に
不
思
議
な
る

哉 

往
古
ゟ
／
内
佛
安
置
の
弥
陀
如
来
告
て
曰
く
／
汝
今
よ
り
義
元
の
跡
を
尋
ぬ

へ
し
／
我
守
り
て
汝
か
剱
難
を
助
ん
と
の
／
御
告
を
こ
ふ
む
り
思
ハ
す
も
如
来
を

／
負
ひ
奉
り
て
見
え
隠
れ
に
来
ら
せ
／
給
ふ
に 

案
に
た
か
わ
す
秀
吉
の
／
謀
事

に
か
ヽ
り
討
死
と
相
成
／
実
に
鳴
海
の
は
て
そ
憐
れ
な
り
／
け
り 

御
大
将
を
始

弐
千
七
百
五
十
／
三
人
の
死
骸
を
弔
ら
ひ 

此
尊
像
ハ
／
當
山
に
納
め 

彼
僧
ハ
本

国
へ
帰
ら
れ
／
給
ふ 

其
後
住
僧
聖
阿
御
告
の
事
／
あ
り
て
俄
に
観
勢
の
二
菩
薩

を
／
添
へ
奉
る 

は
や
併
し
よ
り
此
か
た
／
当
山
に
剱
難
よ
け
弥
陀
と
申
奉
る
ハ

／
此
尊
像
也 

告
縁
の
為
に
拝
／
令
む
る
者
也

　
　

鐙
記

是
な
る
鐙
ハ
永
禄
三
年
源
の
／
義
元
公
御
上
洛
ニ
付 

當
國
清
須
／
城
主
平
信
長
軍

勢
少
き
事
を
／
な
け
き 

近
江
國
佐
々
木
義
賢
入
道
／
承
貞
公
へ
羽
柴
筑
前
守
を

使
者
／
と
し
て
一
千
五
百
騎
の
武
具
／
馬
具
を
借
用
せ
ん
と
の
御
頼
ミ
入
／
あ
り

け
れ
ハ 
則
近
江
城
主
近
國
／
の
鍛
冶
を
集
め
俄
ニ
武
具
馬
具
を
／
作
ら
せ 

前
田

左
馬
介
兼
利 

乾
／
兵
庫
介
實
教
を
両
大
将
と
し
て
／
千
五
百
餘
騎
の
軍
勢
を
差

（
表
面
下
段
）

太
田 
伊
藤 

土
井 

田
村

戸
部 

長
井 

畔
柳
氏

吉
田　

山
本　

早
川

土
方　

井
上　

三
宅

植
村　

伊
東　

久
世

（
表
面
左
側
書
）

随
一
軍
士
五
百
八
十
三
人
討
死 

駿
州
勢
合
二
千
七
百
五
十
三
人
死
実
性
名
略

（
裏
面
）

為 

慈
空
僧
俗
菩
提
造
之
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添
／
信
長
へ
御
加
勢
有
り 

然
り
と
／
い
へ
と
も
今
川
家
四
万
餘
騎
の
／
多
勢
に

お
さ
れ 
十
八
日
丸
根
／
鷲
津
の
両
城
を
攻
落
し
／
此
日
渡
邉
玄
蕃
尉 

佐
々
木
の

／
加
勢
二
人
の
首
を
今
川
家
へ
／
か
き
と
ら
れ
高
名
有
と
い
へ
と
も
／
木
下
の
謀

計
に
よ
り
不
意
に
／
討
れ
此
夜
む
な
し
く
な
り
／
給
ふ 

右
玄
蕃
菩
提
の
為
に
／

當
山
に
寄
附
せ
ら
れ
し
佐
々
木
／
形
の
あ
ふ
ミ
と
申
ハ
是
也

　

尾
州
桶
狭
間
／
長
福
寺

史
料
4
「
義
元
公
御
霊
像
記
」
一
巻　

縦
二
六
・
三
糎　

長
二
二
〇
・
六
糎

　
　
　
　
　

義
元
公
御
霊
像
記

抑
た
ん
上
に
安
置
奉
る
ハ
今
川
／
治
部
大
輔
源
の
義
元
公
の
御
霊
像
也
／
此
由
来

を
尋
る
に 

永
禄
三
年
／
庚
申
の
五
月
御
上
洛
の
御
望
ミ
／
有
之 

駿
遠
参
三
ケ
國

の
軍
兵
を
／
引
率
し
て
尾
州
桶
狭
間
に
着
陣
／
し
給
へ
ハ 
四
万
五
千
餘
騎
の
軍

勢
／
野
に
ミ
ち
山
に
満
ち 

御
大
将
／
破
竹
の
御
勢
ひ
弥
増 

既
ニ
十
九
日
／
卯
ノ

上
刻
よ
り
軍
始
り
丸
根 

鷲
津
／
両
城
を
攻
落
し
た
る
注
進
ハ
／
櫛
の
歯
を
引
か

如
し 

御
大
将
悦
喜
／
心
御
氣
立
顕
れ 

陣
中
に
酒
宴
を
／
催
し 

人
馬
の
労
れ
を
休

め
ゆ
く
／
寛
々
時
を
う
つ
し
給
ふ
所
に
／
後
の
山
よ
り
織
田
の
先
陣
平
手
／
監
物 

木
下
藤
吉
を
始 

諸
軍
／
一
度
に
攻
寄
れ
ハ 

陣
中
殊
の
外
／
騒
立 

四
方
を
窺
へ
と

も
車
軸
を
／
流
す
大
風
雨
の
夜
陰
な
れ
ハ
／
防
く
へ
く
手
立
も
な
し 

味
方
の
／

軍
勢
過
半
討
死 

御
大
将
義
元
公
／
騒
き
立
せ
給
ふ
所
へ
服
部
小
平
太
／
忠
次 

鑓

を
し
こ
い
て
御
膝
元
へ
／
突
か
ヽ
れ
ハ 

義
元
す
か
さ
す
小
平
太
を
／
切
伏
せ
給

ふ
う
し
ろ
ゟ
毛
利
新
助
ニ
／
組
ふ
せ
ら
れ 

此
場
て
は
か
な
く
成
ら
せ
／
た
ま
ふ
事

御
い
た
わ
し
き
次
第
也
／
爰
に
遠
州
二
俣
の
城
主
松
井
／
兵
部
少
輔
宗
信 

山
の

半
後
に
有
て
／
陣
中
の
騒
動
を
窺
ひ
大
将
軍
の
／
御
身
御
伺
あ
ら
ん
と
か
け
お
り

見
／
給
へ
共 

最
早
敵
の
手
に
か
ヽ
ら
せ
／
給
へ
ハ 

松
井
無
念
骨
髄
ニ
て
つ
し
／

組
下
の
者
共
之
前
テ
曰
く
誠
に
／
今
日
今
川
家
の
滅
亡
天
運
の
／
極
る
所
也 

我

既
ニ
黄
泉
の
御
供
／
せ
ん 

猶
此
上
ハ
我
死
骸
を
此
所
に
／
う
つ
め
汝
た
ち
跡
に
残

り
て
／
主
君
今
川
と
我
菩
提
を
弔
ら
へ
／
と
の
仰
あ
り
て
切
腹
し
給
ふ
／
忠
儀
の

程
は
そ
か
ん
し
た
り 

大
勇
／
の
諸
士
方

岡
部
甲
斐
守 

藤
枝
伊
豆
守 

松
平
上
野
介
／
同
摂
津
守 

古
田
武
蔵
守 

伊
豆 

庵
原

／
乾 

三
浦 

江
爪 

浅
井 

久
野 

斎
藤
／
朝
比
奈 

牟
礼 

冨
永
伯
耆
守 

四
ノ
宮
／
西

郷 

松
平
兵
部 

同
治
右
衛
門 

由
比
／
石
川 

関
口 

井
伊 

嶋
田 

飯
尾 

津
田
／
平
山 

福
井 

江
原 

山
田 

渡
邊
等

一
騎
当
千
の
大
将
五
百
八
十
三
騎
討
死
／
其
外
死
卒
数
う
る
に
暇
あ
ら
し
／
三
千

有
余
人
の
死
骸
山
の
如
し 

爰
に
／
同
朋
林
阿
弥
と
申
僧 

諸
宗
の
寺
院
を
／
頼
て

御
弔
ら
ひ
有
之 

法
事
の
／
雑
物
布
施
と
し
て
寺
々
へ
納
め
／
あ
わ
れ
と
共
に
本

國
へ
帰
り
給
ふ
／
其
後
駿
府
ゟ
党
山
へ
寄
附
の
諸
品
ハ
／
永
禄
三
年
六
月
と
寛
文

五
年
／
十
二
月
両
度
に
焼
失
せ
り 

再
建
の
／
御
霊
像
ハ
御
血
縁
江
原
丹
波
守
／

渡
邊
玄
蕃
尉
ゟ
寄
附
せ
ら
れ
た
り
／
併
ゟ
此
か
た
御
菩
提
の
た
め
に
／
毎
歳
五
月

十
九
日
古
戦
場
に
／
お
ゐ
て
當
山
ゟ
大
施
餓
鬼
修
行
／
ふ
ん
墓
の
供
養
ハ
國
家
安

全
の
／
為
也 

一
度
参
詣
の
輩
ハ
夏
病
ミ
／
消
除
う
た
か
ひ
な
し 

称
名
の
聲
／
諸

共
に
謹
て
拝
礼
と
け
ら
れ
よ

御
位
牌
／
天
澤
寺
殿
四
品
前
禮
部
治
郎
秀
峰
哲
公
大
居
士

�

尾
州
桶
狭
間
／
長
福
寺
（
黒
丸
印
）
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表
1　
諸
記
録
に
み
る
桶
狭
間
合
戦
討
死
者
一
覧
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